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訓
練
も
実
施
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
夜
間
訓
練
に
つ
い
て
は
、

過
去
に
避
難
所
開
設
・
運
営
訓

練
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
野
営
訓
練
等

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地

域
で
も
自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
が

中
心
と
な
り
、
幸
小
学
校
や
八

幡
小
学
校
で
、
体
育
館
を
使
い
、

夜
間
の
避
難
所
体
験
訓
練
が
行

わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
訓
練
は
、
熊
本
地
震

の
よ
う
に
夜
間
に
災
害
が
発
生

し
た
場
合
等
の
対
策
と
し
て
大

変
有
効
で
あ
り
、
今
後
、
地
域

の
対
応
を
徹
底
す
る
と
共
に
、

今
後
も
職
員
が
管
理
職
に
相
談

し
や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
、

負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

い
て
は
、
24
時
間
受
付
可
能
な

Ｗ
ｅ
ｂ
相
談
を
実
施
す
る
他
、

面
接
や
電
話
相
談
は
、
休
日
を

含
め
対
応
時
間
を
延
長
す
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、
面
接
は
市

内
に
限
ら
ず
、
県
内
や
都
内
等

の
多
く
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
機

関
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

現
在
よ
り
相
談
し
や
す
い
環
境

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
委
託

後
は
、
委
託
先
か
ら
相
談
実
績

の
報
告
を
受
け
る
が
、
消
防
や

警
察
等
と
の
連
携
が
必
要
と
な

る
よ
う
な
特
に
緊
急
性
の
高
い

ケ
ー
ス
に
対
し
て
は
、
委
託
先

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
対

応
し
て
い
く
。
そ
の
他
、
庁
内

各
部
署
と
の
連
携
が
必
要
な
ケ

ー
ス
で
は
、
現
在
と
同
様
に
健

康
支
援
課
か
ら
各
部
署
へ
繋
げ

る
こ
と
で
、
し
っ
か
り
と
連
携

を
図
り
適
切
に
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
相
談
業
務
は
心
理
的
負

担
が
大
き
く
、
児
童
相
談
所
で

は
、
児
童
福
祉
司
で
う
つ
病
等

の
精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
者
の

割
合
が
非
常
に
高
い
と
聞
く
。

市
は
職
員
の
要
望
等
に
耳
を
傾

け
、
困
難
業
務
に
向
き
合
え
る

体
制
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　
元
年
度
の
本
市
の
児
童
虐

待
相
談
件
数
は
、
２
年
１
月
末

現
在
で
延
べ
６
６
７
２
件
、
実

人
数
は
７
７
６
人
で
あ
り
、
実

人
数
は
前
年
度
比
で
約
１
・
６

倍
で
あ
る
。
一
方
、
相
談
対
応

職
員
も
前
年
度
の
11
人
か
ら
元

年
度
は
17
人
に
増
や
し
て
い
る

た
め
、
１
人
の
職
員
が
対
応
す

る
相
談
件
数
は
前
年
度
と
同
水

準
と
な
り
、
概
ね
必
要
な
人
数

が
配
置
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
児
童
虐
待
相
談

業
務
に
つ
い
て
は
組
織
と
し
て

策
定
に
当
た
り
第
二
東
京
湾
岸

道
路
の
建
設
ル
ー
ト
上
に
あ
る

市
川
三
番
瀬
の
再
生
計
画
と
の

整
合
性
を
確
保
し
つ
つ
、
三
番

瀬
の
再
生
に
よ
る
整
備
効
果
が

地
域
経
済
の
発
展
に
ま
で
繋
が

る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
等
を
要

旨
と
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
要

望
事
項
を
踏
ま
え
て
、
第
二
東

京
湾
岸
道
路
の
整
備
に
対
す
る

本
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
第
二
東
京
湾
岸
道
路
に
つ

い
て
は
、
平
成
６
年
に
国
が
地

域
高
規
格
道
路
の
候
補
路
線
に

指
定
し
て
い
る
が
、
前
知
事
が

三
番
瀬
の
埋
め
立
て
計
画
の
中

止
を
表
明
し
て
以
降
、
積
極
的

な
議
論
は
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
31
年
１
月
に
現
知
事

が
国
に
対
し
て
、
新
た
な
規
格

の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
早
期
具
体
化
を
要
望
し
た

こ
と
か
ら
、
検
討
が
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
道
路
の
整

備
は
、
湾
岸
道
路
の
慢
性
的
な

渋
滞
の
解
消
策
と
し
て
期
待
さ

れ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
ル
ー

ト
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
国
や
県
に

対
し
、
十
分
な
情
報
提
供
や
説

明
を
求
め
る
と
共
に
、
三
番
瀬

な
ど
の
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
な

ど
、
市
の
要
望
に
配
慮
す
る
よ

う
求
め
て
い
き
た
い
。

住
民
に
夜
間
訓
練
の
実
施
も
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
職
員
に
よ
る
夜
間
訓
練
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
は
令
和

２
年
度
、
小
学
校
区
防
災
拠
点

要
員
や
災
害
対
策
本
部
職
員
を

対
象
に
、
参
集
訓
練
や
施
設
開

錠
訓
練
、
無
線
に
よ
る
情
報
連

絡
訓
練
等
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

的
な
整
備
手
法
が
国
か
ら
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
や

県
に
お
け
る
検
討
の
動
向
を
注

視
す
る
と
共
に
、
本
要
望
書
や

地
元
の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
慎

重
に
見
極
め
て
い
き
た
い
。

総合防災訓練の様子

住宅地近郊の農地 市川漁港から望む三番瀬（さんばんぜ）

夜

間

の

防
災
訓
練

児
童
虐
待
対
策

第
二
東
京
湾
岸

道
路
の
整
備

自
殺
対
策

湾
岸
道
路
の

整
備
と
三
番
瀬

問　
災
害
は
昼
夜
を
問
わ
ず
発

生
す
る
た
め
、
夜
間
の
防
災
訓

練
を
行
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
岡
山
県
総
社
市
で
は
、
自

治
会
ご
と
に
夜
間
訓
練
を
実
施

し
、
そ
れ
が
非
常
に
役
に
立
っ

た
と
い
う
。
本
市
に
お
い
て
も
、

地
域
ご
と
に
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
夜
間
訓
練
の

実
施
を
呼
び
か
け
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
市
の
職
員
に
よ
る
夜
間

問　
市
は
、
令
和
２
年
４
月
に

虐
待
対
策
担
当
室
を
廃
止
し
て

子
育
て
支
援
事
業
等
も
兼
ね
た

「
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
」
を
新

設
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
相
談

対
応
職
員
は
子
育
て
支
援
全
般

に
対
応
す
る
こ
と
と
な
り
業
務

量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
児

童
虐
待
相
談
の
件
数
と
対
応
要

員
数
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

問　
第
二
東
京
湾
岸
道
路
に
関

し
て
、
令
和
元
年
６
月
に
市
川

商
工
会
議
所
か
ら
県
知
事
宛
て

に
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
要
望
書
は
、
都
心
方
面
と

県
内
を
結
ぶ
新
た
な
高
速
道
路

で
あ
る
第
二
東
京
湾
岸
道
路
に

係
る
国
の
建
設
計
画
が
再
始
動

し
た
こ
と
を
受
け
て
、
計
画
の

問　
令
和
２
年
度
に
は
、
こ
れ

ま
で
市
が
実
施
し
て
い
た
自
殺

対
策
事
業
の
相
談
業
務
を
外
部

委
託
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

市
民
へ
の
直
接
対
応
が
必
要
な

事
業
は
、
行
政
が
一
番
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
市
民
サ

ー
ビ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は

市
が
実
施
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

庁
内
各
部
署
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
て
い
た
と
考
え
る
。

本
業
務
委
託
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
委
託
後
の
連
携

方
法
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　
本
業
務
委
託
の
内
容
に
つ

問　
ま
た
、
第
二
東
京
湾
岸
道

路
の
検
討
が
再
始
動
し
た
こ
と

に
伴
い
、
そ
の
ル
ー
ト
上
に
あ

る
市
川
三
番
瀬
が
ど
う
な
る
の

か
と
い
う
問
題
も
再
浮
上
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
県
知
事
に
対

す
る
市
川
商
工
会
議
所
の
要
望

事
項
も
踏
ま
え
、
本
市
の
見
解

に
つ
い
て
問
う
。

答　
三
番
瀬
の
人
工
干
潟
化
等

に
つ
い
て
は
、
埋
め
立
て
計
画

を
中
止
し
三
番
瀬
再
生
計
画
を

策
定
し
た
県
の
責
任
に
お
い
て

行
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
埋
め
立
て
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
の
ル
ー
ト
や
構
造
等
の
具
体

日 
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